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●
化
学
消
防
自
動
車
（
Ⅱ
型
）

購
入
契
約
の
締
結
…
可
決

　

化
学
消
防
自
動
車
購
入
の
仮

契
約
（
※
）
を
締
結
し
た
こ
と

に
伴
い
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

〔
討
論
〕

吉
田
議
員
…
消
防
組
織
法
で

は
、
市
町
村
は
消
防
を
果
た
す

責
任
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
責
務
を
果
た
す
た

め
に
は
人
、
物
の
充
実
が
必
要
。

幸
い
に
し
て
取
手
市
は
、
消
防

職
員
の
努
力
の
た
ま
も
の
に
よ

り
、
火
災
に
よ
る
死
亡
件
数
、

家
屋
延
焼
数
は
県
内
で
も
非
常

に
少
な
い
状
況
。
も
う
一
つ
の
重

要
な
要
素
で
も
あ
る
装
備
に
つ

い
て
、
化
学
消
防
車
両
の
更
新

に
よ
り
、
消
防
職
員
の
意
気
も

大
い
に
上
が
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
消
防
団
の
装
備
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
更
新
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
。

※
市
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要

な
契
約
を
結
ぶ
場
合
、
議
決
を

得
た
と
き
に
本
契
約
が
成
立
す

る
旨
の
文
言
を
入
れ
た
契
約
書

に
よ
り
仮
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

契 約 相 手 有限会社　鈴機（石岡市）

契 約 金 額 5,996 万 8,090 円

契 約 方 法 指名競争入札

特 殊 装 備

・消火泡圧縮吐出装置
・耐熱服　・加圧排煙器
・熱画像直視装置

市
長
提
出
人
事
案
件

同
意･

諮
問

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意
…

同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

（
※
）
委
員
に
齊
藤
氏
を
引
き
続

き
選
任
す
る
た
め
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

齊
藤
茂
雄
氏
（
71
歳
）
＝
小お

文も
ん

間ま※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

…
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の

審
査
を
行
う
行
政
委
員
会
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
５
件
）
…
す
べ
て
適
任
と

答
申

　

人
権
擁
護
委
員
（
※
）
に
左

記
の
５
名
を
引
き
続
き
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
も
の
。

村
上
紀き

代よ

子こ

氏
（
73
歳
）
＝
浜

田小お

沼ぬ
ま

登と

美み

子こ

氏
（
68
歳
）
＝
下し

も

萱か
や

場ば

香
取
序の

ぶ

子こ

氏
（
66
歳
）
＝
台
宿

須
賀
笙し

ょ
う

子こ

氏
（
66
歳
）
＝
白
山

小こ

澤ざ
わ

悦
夫
氏
（
63
歳
）
＝
光
風

台※
人
権
擁
護
委
員
…
人
権
思
想

の
普
及
活
動
・
人
権
擁
護
運
動

を
行
う
非
常
勤
職
。
市
長
が
議

会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
推
薦

を
行
い
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
。

●
食
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
…

可
決

　

食
の
安
全
の
た
め
、
全
て
の

食
品
の
流
通
経
路
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

（
※
）の
法
制
化
を
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

吉
田
議
員
ほ
か
８
名
（
総
務

文
教
常
任
委
員
会
で
関
連
す
る

陳
情
を
趣
旨
採
択
し
た
こ
と
に

伴
い
提
出
・
４
Ｐペ

ー
ジ

参
照
）

※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
ト
レ

サ
ビ
リ
テ
ィ
）
…
追
跡
可
能
性
。

物
品
が
生
産
さ
れ
て
か
ら
消
費

ま
た
は
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
の
経

路
が
た
ど
れ
る
こ
と
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
「
Ｊ―

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
放
射
性

物
質
漏
え
い
事
故
発
生
に
抗
議

す
る
決
議
…
可
決

　

５
月
に
大
強
度
陽
子
加
速
器

施
設
「
Ｊ―

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
」（
東

海
村
）
で
発
生
し
た
放
射
性
物

質
漏
え
い
事
故
と
、
そ
の
事
故

の
関
連
自
治
体
へ
の
報
告
が
発

生
か
ら
１
日
半
後
で
あ
っ
た
こ

と
に
抗
議
す
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

齋
藤
議
員
ほ
か
４
名

〔
討
論
〕

池
田
議
員
…
１
日
半
後
の
報
告

で
は
、
逃
げ
る
、
逃
げ
な
い
の

判
断
。
ま
た
、
家
の
中
に
退
避

す
る
、
ど
こ
か
に
出
か
け
る
と

い
う
選
択
の
自
由
が
奪
わ
れ
て

い
る
状
況
。
賛
成
。

平
議
員
…
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

何
倍
も
の
事
故
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
中
に
お
い
て
、
こ
ん
な
安

易
な
考
え
方
で
国
が
進
め
て
い

い
の
か
。
現
政
権
の
姿
勢
に
怒

り
を
も
っ
て
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
橋は

し

下も
と　

徹
大
阪
市
長
の
「
慰

安
婦
に
関
す
る
発
言
」
等
に
対

す
る
決
議
…
可
決

　

橋
下
氏
が
行
っ
た
「
第
二
次

世
界
大
戦
当
時
は
慰
安
婦
制
度

が
必
要
だ
っ
た
」
等
の
一
連
の

発
言
は
女
性
の
人
権
を
踏
み
に

じ
る
も
の
と
し
て
抗
議
し
、
撤

回
と
謝
罪
を
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

加か

増ぞ
う

議
員
ほ
か
５
名

〔
討
論
〕

小こ

嶋じ
ま

議
員
…
戦
時
慰
安
婦
に
つ

い
て
政
府
が
調
査
し
た
限
り
の

文
書
で
は
、
軍
関
係
に
よ
る
慰

安
婦
の
強
制
募
集
を
直
接
示
す

よ
う
な
記
述
は
見
出
せ
な
か
っ

た
。
慰
安
婦
問
題
を
女
性
蔑
視

の
問
題
に
す
り
替
え
て
広
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
今
に

生
き
る
日
本
人
の
た
め
に
闘
っ

て
く
れ
た
祖
先
の
名
誉
と
尊
厳

を
著
し
く
汚
す
決
議
文
は
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
反
対
。

関
戸
議
員
…
安
倍
内
閣
は
、
日

本
軍
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性

の
慰
安
婦
強
制
連
行
の
事
実
を

示
す
臨
時
軍
法
会
議
記
録
の
存

在
を
認
め
て
い
る
。
日
本
が
ど

う
い
う
戦
争
を
行
い
、
ど
れ
だ

け
の
人
を
傷
つ
け
た
の
か
と
い

う
反
省
が
な
い
と
こ
ろ
に
発
言

の
根
が
あ
る
。
橋
下
氏
が
開
き

直
っ
て
い
る
中
、
決
議
を
上
げ

る
の
は
当
然
。
賛
成
。

結
城
議
員
…
橋
下
氏
は
街
頭
演

説
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
釈
明

を
し
て
い
る
が
、
公
人
が
戦
時

下
の
性
暴
力
と
い
う
最
も
深
刻

な
人
権
侵
害
を
正
当
化
し
、
ま

た
女
性
の
尊
厳
を
深
く
傷
つ
け

る
発
言
を
行
っ
た
こ
と
は
極
め

て
不
適
切
。
賛
成
。

議
会
人
事

　

６
月
21
日
付
で
小
嶋
吉よ

し

浩ひ
ろ

委

員
長
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
委
員
を
辞
任
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
議
長
は
佐
藤
隆り

ゅ
う

治じ

議
員
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
で
委
員
長

の
互
選
を
行
い
、
染そ

め

谷や

和
博
委

員
が
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

意
見
書
・
決
議

意
見
書
と
は
、
議
会
が
そ
の
意
思
を
、
国

会
や
関
係
行
政
庁
に
対
す
る
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。
決
議
は
、

議
会
の
意
思
・
態
度
を
明
記
し
た
決
議
文

を
議
会
内
部
で
決
定
す
る
こ
と
で
す
。

↑上段が購入が議決された化学消防車と同型の車両
↓下段が運用開始から20年が経過している車両

新旧化学消防車外観比較




